
はじめに

単孔式腹腔鏡下手術（Single Incision Laparoscopic Sur-

gery，以下 SILS）とは１か所の術創から手術を行う腹

腔鏡下手術のことで，１９９２年の始めに Pelosi らが虫垂

切除術に対して１），１９９７年には Navarra らが胆嚢摘出術

に対して行ってきた２）が，制限された術創から操作を行

うため高度な技術が必要とされ普及しなかった．しかし

今日術創が無い Natural Orifice Transluminal Endoscopic

Surgery（NOTES）が技術・安全面・手術器具・コスト

面においてまだ課題が多く実用化に至っていない中，

SILS は整容性の高い術式として再注目されている．そ

して手術器具の進歩に伴い SILS が急速に普及しつつあ

る．現在 SILS は胆嚢摘出術，虫垂切除術，ヘルニア手

術以外にも結腸・直腸切除術，胃切除術などにも広く応

用され始めている３－６）．最大の利点としては整容性に優

れていることであるが，創部痛・合併症・入院期間・手

術時間に対する有用性の評価はまだ不十分であるのが現

状である．今回当院で行ってきた単孔式腹腔鏡下虫垂切

除術（Single Incision Laparoscopic Surgery - Appendectomy,

以下 SILS-A）において，その有用性について retrospec-

tive に検討した．

材料および方法

術前に虫垂穿孔および汎発性腹膜炎が疑われなかった

虫垂炎に対して，２０１０年２月－２０１０年１２月の間に当院で

行った SILS-A 計２８例と，２００９年１月－１２月の間に行っ

た開腹虫垂切除術（Open Appendectomy, 以下 OA）計５１

例について，それぞれの手術時間，術後入院期間，術後

点滴・坐薬鎮痛剤の使用回数，術後合併症の有無につい

て比較検討した．

伊坂哲哉，横浜市港北区小机町３２１１（〒２２２‐００３６）横浜労災病院 呼吸器外科
（原稿受付２０１２年２月１５日／改訂原稿受付２０１２年３月９日／受理２０１２年３月１２日）

原 著

当院における単孔式腹腔鏡下虫垂切除術の方法と
有用性の評価について

伊 坂 哲 哉
１）
，鈴 木 喜 裕

１）
，中 山 博 貴

１）
，高 田 賢

１）
，

谷 和 行
１）
，白 石 龍 二

１）
，利 野 靖

２）
，益 田 宗 孝

２）

１）平塚共済病院 外科，２）横浜市立大学医学部 外科治療学

要 旨：２００７年頃より単孔式腹腔鏡下手術（Single Incision Laparoscopic Surgery：以下 SILS）が日本

で普及してきている．今回当院で行った単孔式腹腔鏡下虫垂切除術（Single Incision Laparoscopic Sur-

gery - Appendectomy：以下 SILS-A）の有用性を retrospective に検討した．対象・方法：術前に虫垂穿

孔および汎発性腹膜炎が疑われなかった虫垂炎に対して，２０１０年２月－１２月に行った SILS-A 計２８例

と，２００９年１月－１２月に行った開腹虫垂切除術（Open Appendectomy：以下 OA）計５１例について，

手術時間，術後入院期間，術後点滴・坐薬鎮痛剤の使用回数を比較検討した．結果：手術時間は SILS-A

は平均８７．０４分，OA は６２．２７分だった（p＝０．００２６**）．術後入院期間は SILS-A は平均３．４６日，OA

は５．３７日だった（p＝０．００６９**）．術後点滴・坐薬鎮痛剤の使用回数は SILS-A は平均０．５７回，OA は

１．３７回（p＝０．０３*）だった．結論：SILS-A は OA と比較し疼痛が少なく入院期間を短縮する術式と

して選択の一つとなる可能性が示唆された．
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